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　4月2日、市民プール脇駐車場近くに「行田市バスターミナル観光
案内所」がオープンしました。
　オープニングセレモニーでは、工藤市長らがテープカットを行い、
施設内を見学しました。同観光案内所は、特にポタリングを楽しむ
観光客向けに、ポタリングマップや観光レンタサイクル、クロスバイ
クなどを用意。新たな観光拠点として、心を込めたおもてなしで観
光客を迎えます。

　4月5日、行田女子ソフトボールクラブ監督の石井良造さんと選
手たちが、3月26日に出場した「第9回春季全日本小学生女子ソ
フトボール大会」の結果報告のため、工藤市長を訪問しました。
　大会では、奈良県代表と対戦し、2対3で惜しくも敗れましたが、
選手たちは最後まで諦めないプレーを披露。工藤市長は選手たち
の健闘をたたえ、「これからも応援しています」と声を掛けながら握
手を交わしていました。大舞台で経験を積み、さらなる成長を遂
げた同チームのますますの活躍が期待されます。

　4月3日、第32回行田市鉄剣マラソン大会が開催されました。
　3年連続でゲストランナーにロサンゼルスオリンピック女子マ
ラソン日本代表の増田明美さんを迎えた今大会は、1キロメート
ルの部からハーフの部まで5部門27種目に3,044人が出場。参
加者らは、古代蓮の里やさきたま古墳公園など、桜と菜の花が咲
き誇るコースを快走し、爽やかな汗を流していました。

　4月17日、市役所前からコミュニティセンターみずしろ交差点
までの公園通りで行田春まつりが開催されました。
　今年は日曜日ということもあり、午後3時の開始直後から多く
の人が来場。ささら獅子舞、新・行田音頭、片原の手おどりなど
が披露され、祭りを大いに盛り上げました。また、恒例の植木市
では、色とりどりの草花や苗木などが並び、来場者は思い思い
の植木を買い求めていました。

　4月2日、水城公園市民広場で桜ボンボリまつりが開催され、
フリーマーケットや忍城おもてなし甲冑隊による演舞などが行
われました。また、毎年恒例の行田大茶会と銘打った野だてで
は、和服姿の行田市茶道会のメンバーらがお茶や和菓子を来場
者に振る舞いました。
　訪れた人たちは、満開の桜に囲まれ、穏やかな春のひとときを
過ごしていました。
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　3月17日、コミュニティセンターみずしろで市民活動講演会「ヘル
シーカフェのら なう～子育て、個育て、自分育て～」が行われました。
　この講演会は、市民活動を身近に感じ、活動を始めるきっかけにして
もらおうと開催されたもの。さいたま市で子育て世帯同士の交流を目
的としたコミュニティ・レストラン「ヘルシーカフェのら」を運営している
新井純子さんが講師を務めました。孤独を感じていた子育て経験や市
民活動との出会い、ヘルシーカフェのらを立ち上げるまでの出来事や人
との出会いを語り、参加者は真剣な表情で耳を傾けていました。
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　４月５日、産業文化会館前広場で、春の全国交通安全運動出
発式が開催されました。
　これは、市民の皆さんに交通ルールの遵守と交通事故防止
を呼び掛けるもの。今年は、4月4日に交通安全広報大使に
任命された行田うきしろ小町の大竹恵梨奈さんが初めて式典
に参加しました。その後、市役所周辺を中心に交通安全パレー
ドが行われ、参加者は交通事故の防止を強く呼び掛けていま
した。

正 しいルールで交通安全

春の全国交通安全運動出発式
行田春まつり

桜ボンボリまつり


